
国民・立憲・社民会派は、補正予算案に『反対』。

反対理由

災害復旧・復興に関する補正予算には賛成です。
むしろ提出が遅すぎたと考えます。

○ 補正予算の提出が遅れ、年度末に近くなったため、実際には予算を積んで

も工事が間に合わないという未執行が相次ぐでしょう。

○ そして政府は、「海外経済の下方リスク」を経済対策の理由、としていま

す。

○ しかし、実際にはアベノミクスの効果が出ず、消費が低迷しているために、

大型の経済対策を策定せざるを得なくなったというのが実情です。

○ さらに、なぜ米国への兵器購入ローン（ＦＭＳ）が含まれているのか、米

国への支出が、日本の経済対策となるわけがありません。

○ 国民に嘘をつく粉飾予算に加担は出来ません。

○ この補正予算は、本来、頻発した昨年の自然災害に即応すべく昨年中に編

成されるべきだと、国民民主党は主張してきました。

○ それが、事業規模26兆円、財政支出13.2兆円という付け焼刃でルール無視

の経済対策案と一緒に補正予算案として提出されたため、総合的な判断の

結果、反対いたしました。
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